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ゲノム編集技術による林木の
効率的な形質改変

▍技術のポイント
ゲノム編集は狙った遺伝子に対して効率的に変異を誘導で
きる技術です。これまでに、スギのゲノム編集技術を開発し、
花粉の形成に必要な遺伝子に変異を誘導することでスギを
無花粉化することに成功しました。ポプラについても特定の
遺伝子をゲノム編集することで、木質改変に繋がる木質形成
のキー遺伝子を解明することに成功しています。更に、ゲノ
ム編集タンパク質を細胞に直接導入してゲノム編集する手法
についても開発しました。

▍連携・橋渡しの方向
本技術は品種開発へ利用できる他、働きが不明な遺伝子に
ついてゲノム編集することにより、現れる形質からその遺伝
子の機能を推定することも可能です。育種分野だけでなく、
広く基礎研究分野との連携を希望します。
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図1 ゲノム編集による無花粉スギの作出

花粉を作る遺伝子に変異を導入し、働かせなくすること

で、スギの無花粉化に成功しました（写真右下）。

図2 ゲノム編集したポプラにおける遺伝子の機能推定

木部細胞壁が薄くなる特徴から（写真右下）、ゲノム編集した

遺伝子が木質形成のキー遺伝子と推定できます。
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